
献血推進計画 新旧対照表 資料 3-2

平成 23年度献血推進計画 (案 ) 平成 22年度献血推進計画

第 1節 平成 2■年度に献血により確保すべき血液の目標量

・ 
1`4ナ ,文 2_3イ

「 度に必、i要 と見込まオLる 輸山Lり |I Im_液 製剤のFtは 、
全1lLりせ斉1■)万 リットル、 赤山L球製斉」o7プ リットル、liL攻 藝せ
斉りQノブ

‐
リットル、liL小板製却IΩ ソプ

‐
リットルであり、それぞれ

■万リットル、ニ ノブリットル、ニソラリソヽトノレ、●ゎリットル
が製i生 される見込みでル)る .

。 さえりに、確1午 tさ れるべきカバ料1lL漿 の「止の日標を勘案する
と、 1`4成 2上イli度 には、全1lL採

1111よ
るニノフリットル及び成

分1采 山Lに よる豊万リットル (山 Lけ〔採山L二 万リットル及び1有 L

小板採liL皇万リットル)の 1:|‐ Ω万リットルのlll液 を献IFLに よ
り確保する必要がある。
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第 1節 平成 22年度に献血により確保すべき血液の目標量

・ ｀
IZIJ比 224卜度にど、要 と見込 まオしる輸 1有 L川 1作 L7f々 事せ斉Jの 時tは 、

全
り1攣

せ剤 0.o2万 リッ トル、赤山L球 製斉151ノ」リッ トル、
1lLり貴瞥せ斉126/J‐ リッ |、 ノレ、 1lL/」 lヽl〔 嘗せ斉」1 6ノソ

‐
リ ッ トルであ

り、それイオしo.o2ノ プ
‐
リッ トノし、52カ‐

リッ トル、 26カ‐

リッ トル、 16万 リッ トルが製造 され る Jtti△ みである、
。 さらに、確保 され るべき力i(||llL菓

|の

llt//JIIIIを 勘案す る
と、)|′ 成 22年度には、衛 iL採 1lLに `よ

ゃil.39カ
´
リッ トル及

び成分採 山Lに よる 63カ‐
リッ トル (liL漿 1采 1作L30カ リッ ト

ル及び liLノ ト板採Im_33万 リッ トル)の 言|‐ 202ソブ
‐
り ソヽトルの

lil液 を献山Lに よ り確保する」Z、 要がある。



第 2節  前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事 1第 2節 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事

項 1   項

前年度までの献山Lの 実施状況とその評価を踏まえ、平成 2

3年度の献 liL推 進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。

1 献血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、|li町村 (特別区を含む。以下同 じc)、

採 liL!|「 業者等の関係 汁の協力を得て、献 li上 により得られた

山L液 を原料 とした1lL液製斉Jの 安定供給を確保 し、その国内

|`1給 をlli進するとともに、広く国民に対 し、治め気に,ど、要な

liL液 製剤の確保が相 /i扶助 と1専 愛精れ||に よる |′ 1発 的な献

山Lに よつて支えられていることや、1白上液製斉1の適IE使 用が

求められていること等を含め、献山Lや lm_液 製剤について1引

民に111確 な情報を伝え、その現|!解 と献山Lへの協力を求める

ため、教育及び啓発をイfう 。

・ 都道府県及び市‖「本1・ は、ll・ |、 採 liL ttT業 者等の関係者の協

力を得て、より多くのイ1:民 の献 llll.へ の参加を促 i生 するた
y)、 対象となる年齢層や地j成 の実情に応 じた啓発及び献 1lL

Iイた進組織の育成等を行 うことにより、献血Lへの関心を高め

ることがど、要である。

・ 採山LJ「 業者は、FI、 都道府県、市田「本寸
・
等の関係者の協力

を得て、献 liL者 の安全性にlliL慮 するとともに、継続 してllk

1lLに
‐
協力できる環境の整備を行 うことが重要であるcこ の

ため、1司 、都道府県、「
li町本寸

・
等の関係者と協力 して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献山しや山液製斉」

に 1用 す る 一層のりll解 と献 liLへの協力を呼びかけることが

求められる。

前年度までの献血の実施状況とその評価を略まえ、平成 2

2イ 11度 の献由L推進計画における具体的な措置を以 下のよう

に定める。

1 献血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、市‖「村 (特月llメ:を 含むっ以 F同 じ。)、

採 lit t卜 業者等の関係者の協力を得=て 、献山Lに より得 られた

liL液 を原‖斗とした血.液製斉1の 安定供給を確 |力tし 、その国内

|′ 1給 をlll_進するとともに、広 く国民に対 し、治療に′Z、要な

lilll女 製斉1の 確保が相 711夫助 と|IF愛 粁i布||に よる 111発 的な1状

lm_に よって支えられていることや、liL液製斉Jの 適 ll:使 川lが

求められていること等を含め、1状 liLや 1lL液 製斉1に ついて国

民に正確な情報を伝え、そのり|!解 と献山Lへυ)協力を求める

ため、教育及び啓発を行 う。
・ 都道府県及び市町村は、国、採 liL可「業者

・
等の1周 係者の協

力を得て、より多 くの住民の献山Lへの参力||を 促進す るた

め、対象 となる午齢層や地域の実情に応 じたムネ発及び llAttL

推進組織の育成等を行 うことにより、献山Lへの 1月 心を高め

ることが必、要である。
。 採山L事業者は、回、都道府県、 ||∫町村等の関係者

‐の 1務 力

を得て、献由1者の安全性に配慮するとともに、継続 して献

血Lに 協力できる環境の整備を行 うことが市要である.り この

ため、L日 、都道府県、市町本寸
^等 の関係者と協力 して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献 liLや liL液 製斉J

に関す る一層の理解 と献 Im.へσ)1務 力を呼びかけることが

求められる。



嘔な t)の であるこ

及幣76を 実施 し、

とを含め、献 liLや liL液 製斉1についての普
又は こオ1´ に協力することが ,∠、要でル)る

J

lJ I、 都道府県、‖T川「村、採 lL事 業者及び |ク三屏(関係者は、
1呵 民に対 し、山l液製斉」がこれを必要とする患 什への医療に
欠くことのできない有限で農[市 なものであることを含め、
献山Lや 由厳 製剤についての普及称発を実施 し、又はこれに
協力するとともに、少子 |111齢 化υ)進行によるliL液製斉Jを 必、
要とする患者の増加ゃ献山L可能人に|の減少、変異 ll lク ロィ
ツフェル ト・ャコブ病の発生に f｀ 14う 献山LII川 1製 等の1状 liLを め
ぐる場t境 の変化、lil液製斉1の利用実態等について ||:確 な情
報を伝え、献血L者等の意見をμ沓まえつっ、これ 喝の情報提

讐拒I能磯硯Z五喚
tヽ

11ム協li″:;針c島イ|1鴇す:ミ

=こ
て、感染症σ)検

`[を

IJ白勺とした1状 山Lを ′Jオ クないよう、献山L

における本人硝:認ゃ||‖ 診の徹底はもとより、平素から様々
な広 |′は手段をりll tヽ て、「「1民 に用知1徹 ヵヽ司―るッビ、要がぁる⊃

・
|卜 |、 都道府りlt、 |li町村及び採 liL II「 業者は、 1ヽ4成 22イ 111

サ]2711に実力Lさ ォし́た共|=|だ汗イ|:||`に よる南人liLIli」 1銀 υり兄|ll:

し及び 1`4サフえ23イ F4′lll]に 施

`Fさ

れる採 liL基 ツltの d女 11:

蟻「 :じ ェ宗犠電Itて
ルや熙を 粉 鶴 ＼獅 へυJ務 力を

°

実i写 1「
路まえ、以 下に掲げる価 拠 のための施策を

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進
山L液りせ斉Jに ついて、|]1内 白糸合が確傷tさ ォじることをオtイくと

屯点的な献油L者募集を実施 し、以 下の収剰1を 行 う、

ら
`/)

どヽ!だ である.

上
染推携臥懲冤石認11覧襟7_1111猟1罐L鷲ま|キ ILs寧
る本人確ligゃ |||1診 の徹底は もとよ り、

｀
14素 か ら様 々な広報

手段 をりllい て、 111民 に周知1徹底づ
―
る′と、要がぁる′

。
lq、 楕∫道斥∫り,t、 ||「 |ll「村及び採 1lL J「 業者は、

i14成 22イ li l

サ12711に 実施 され た英 1呵 滞イ1:||[に よる1状 liLI卜 J11(の 見|II

し及び ｀
14成 23年 4月 111に 施行 され る採 1lLり |(準 の改 11:

について、
「IJ民 に文lし て広報を |‐ 分イlい 、1状油Lへの協力を

求める′と、要がル,る
`,

・ これ らを路 まえ、以 ドに掲げる献 1lL推 進のための方L策 を
実施司

―
る。

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進
油L液駆せ斉1に /Dい て、|11ノ ]に 1糸合が確1呆 さォtる ことを基本と

しつつ、1子来にわたって安定的に供給される体制を維持す
るため、幼少り靭も含めた若年層、企業・団体、複数日献llL

作に対
‐ヒ́て、1午 及僣発の対Ztを 明確にした効果的な活動や

j[点的な献 1作L者募集を実施 し、以下の取組を行 う。

{tlLtf,rhlrfrr' 1 iif \ 1 I rr r 虹2」上二Jせ剤の禾J月 l実熊等に
11[者

‐
等のり意見を踏まえつっ

σッ手法等σ2改 善に努濯)ろ 二



<若イ
]三 層を対象 とした驀l策 >

・ 国、都道府県、||「 ‖「村及び採山L事業者は、献血推進活

動を行 うボランテ ィア組織等の協力を得るとともに、機

能的な連 lりちを図ることにより、若年層の献 lilや Im液 製剤

に関する川!解 の促進及び献lL体験の促進に組織的に取

り組む。

・ 若イ
「 層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、

インターネッ ト等を含む様々な広報手段を用いて、同 |IL

代からの働きかけや、献山Lに ついての広告に国が作成 し

た献 liLI(F進 キャラクターを活月|す る等、効果的な取組が

必要である。

・  牛|=に 1 0千 tナ可ンヽσ)ム弊

`0に

は、 1采 liLり !(4[σ )己文ll:に `よ
|り 、

りj141に 限 り400ミ リリットル全 liL採 由lが 17歳から

|]・ 能 となること等について情i報 を伝え、献 liL者 の協力を

イtlる 。

・ 子が幼少 |り |に あるも1■ に対 し、liL液 の大り]さ や [り」け合

いの′色ヽについて、親子向けの雑誌等の広報手段や由L液セ

ンター等を活り‖して欅発を行 うとともに、親から r‐
へ献

由Lや 由L液製斉」の意義を伝えることが重要であることか

ら、地域の特性に応 じて採血所に託児体制を確保する

等、親 千が献 liLに 触れ合う機会を設ける。

・ 国は、高校生を対象とした献山Lや liL液 製剤について解

説 した教材や中学生を文l象 とした山_液への理解を促す

ボスターを作成 し、都道府県、市町村及び採山_可「業者と

協カヒ/て 、これ らの教材等を活用 しながら、献 liLや 山L液

製斉1に 1用 する理解を深めるための普及啓発を行 う。

・ ‖
`道

府県及び FIT町村は、地域の実情に応 じて、だi年層

の献由L´

｀ヽの関心を高めるため、学校等において、ボラン

<若年層を対象 とした対策 >
。

ll・ l、 都道府県、11町村及び採 liL事業者は、献 liL推進活

動を行 うボランティア利i織等の協力を得るとともに、機

能的な連携を図ることにより、オi年層の献 lm_や 1lL液製斉1

に関する理解の促進及び献山L体験の促進に組織的に取

り組む。
。 若11層への啓発には、若4F層 向けの′イ[誌、放送媒体、

インターネッ ト等を含む様々な広報手段を用いて、献山L

についての広告に国が作成 した献 liL推 進キャラクター

を活月lす る等、効果的な取組が必、要である。

r‐ がツJ少期にある親「
‐に対 し、1lL液の大りJさ や llJ」 け合

いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や liL液 セ

ンター等を活用 して啓発を行 うとともに、規か ら子・へ献

由1や血液製剤の意蓑を伝 えることが 屯要であることか

ら、地域の特性に応 じて採山L'Tに 託児体制を確保する

等、親子が献血_に触れ合 う機会を設ける。

lllは、詢i校生を対象とした献由Lや血液製斉Jについて解

説 した教材や中学生を文l象 とした血L液への理解 を促す

ホスターを作成 し、都道府県、ll町村及び採前L事業者 と

協力して、これ らの教材等を活り]]し ながら、献 1有 Lや lit液

製斉1に 関する理解を深めるための普及啓発を行 う。

都道府県及び市‖「村は、地域の実情に応 じて、若年層
の献山Lへの関心を高めるため、学校等において、ボラン



性に限り69歳 まで(た だし、65薇かご69歳 までの
ノノ
・
については、60歳か ら64歳 までの |11に 1状 li卜 の経 1験

面il竃竃:現

Шヨ上イの́f孫 :イカtを ぼ|そ

テイア活動推進の観点を踏まえつっ献而Lや 111液製斉」に
ついての情報提供を行 うとともに、献前Llf[進 活動を行 う
ボランテ ィア組織 との有機的な連 |りちを確傷tす るロ

。 採 liL事業者は、その人材や施設を活用 し、若イll層 へ献
liLの 意義ゃ由L液製斉Jに ついて分か りゃす く説明す る「献
liL出 前講座」ゃ血 ,ィ セ々ンター等での体験学習を積極的に
行い、正 しぃ夕:日 識の普及啓 発と協力の確千呆を |メ|る しその
|(1進 に当たっては、1可 と連 IJち す るとと tジ に、都道府 リス、
||「 町本寸

‐
及び献 lilll[進活動を行 うボランテ ィア剰l織 等の

協ソフを得る。
・ 採 由L ll‐ 業者は、ll.l及 び都道府 りltの 協力を得て、学生献

liLボ ランテ ィア との更なる連彬ちを図 り、大学等にお ける
献 1lLのよf[進 を促す とともに、1子 来、医療従 事者になろ う
とす る者に対 して、多 くの国民の献 11た によって医療が支
えられ ている J「 実や山L液製 斉Jの 適 正tt用 の F■ 要性 への
ノll解 を深めて もらうための取組 を行 う。

〔50～ 60歳代を対象とした村策 >
国及び採油L可「准汗は、都i重 ィ」

´
りIt及 び ||「 町本寸

・の |ん プリを |||

て、イli齢別人日に lliめ る献 111音 の率が低ぃ傾向に
`ヤ

)ろ 5
0～ (50歳 代めたヽ1に 対し、liL液 りせ剤の利り|1実態ゃ lllA liL ll

育ヒイ11齢等について lL確 な||テ 報を伝え、何1/1扶助の観点か
ら,υ pl体 発を′Jい 、献 liL者の111カ ||を lxlろ ,



<企業等における献由Lの推進対策 >
・ FINl及 び採血.事 業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、献血Lに 協賛する企業や団体を募 り、その社会貢献活

動の一つとして、伶紫等における献油たの推進を促す。ま

た、 liL液 センター等における献山L推 進活動の展開に際

し、地域の実情に即 した方法で企業等との連携強化を図

り、企業等における献山Lの推進を図るための呼びかけを

`]1う

。.

<複数「コ1献 1lL者対策>
。 国及び採山Ll卜業者

‐
は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献 J仙 者の協力が十分に得られるよう、11素 か

らliL液センターに登録された献 1作L者
・に対 し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行う体‖iJを構築する。また、献山Lに

継続的に協力が得られている複数回献 lm.者 の組織イヒ及

びサー ビスの向 Lを 図 り、その増ノЛlに l「Xり 剰lむ ととも

に、献山Lの 普及啓発活動に協力が得 られ るよう取 り組

iむ .

<hiL推進キャンペーン等の実施 >
。 111は 、献 liL tttを 確litし や→

~く
するとともに、感染症等

υ)リ スクを低減 させる等の利点がある400ミ リリッ

トル全山L採 1有 L及 び成分採山Lのオ|「 進及び普及υ)た め、都道

府り「t及 び採山L事業者とともに、7月 に「愛の山L液助け合

い運動」を、 1チ l及び 2月 に 「はたちの献 lm.」 キャンペ

ーンを
′
メ(施づ

~る
ほか、liL液 のイ共給‖太況にルふじて献血t推進

キ 、アンペーン活動を緊急的に実施する。また、様 々な広

く企業等における献血しの1イ「進対策 >
。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、献 1触.に 協賛する企業や団体を募 り、そのネL会 貢献活

動の一つ として、企業等における献血Lの 推進を促す。ま

た、血L液センター等における献 lillll進 7舌 動の展 ll13に 際

し、地域の実情に即 した方法で企業等 との連携強化を図

り、企業等における献山Lの 11F進 を1剰 るための |1乎 びかけを

イJ‐ う。

<複数回献山L者対策 >
。 国及び採 lil事 業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献山.者 の協ノ」が |一 分に得 られるよう、平素か

ら1在L液センターに登録 された献山L者 に対し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行 う体需1を 構築するりまた、献山Lに

継続的に協力が得 られている複数「lll献 1lL考 の組織化及

びサー ビスの向上を隊|り 、その 111メリ||に 取 り糸Flむ ととも

に、献山Lの 普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組

む。

<献山LIイ[進 キャンペーン等の実施 >
・ l lNlは 、献由LttLを 確保 しやす くするとともに、感染症等

の リスクを低減 させ る等の利点がある400ミ リリッ

トル全 r■採 lL及び成分採山Lの |千た進及び普及のため、都道

府県及び採山L事業者 とともに、7月 に「愛の lil液助け合
い運動」を、 1月 及び 2り ]に 「はたちの献山LJキ ャンペ

ーンを実施するほか、1角_液 の供給状況に応 じて献血L推進

キャンペーン活動を緊急的に実施するしまた、‖t々 な広



報 手段 を用 いて献 1カ Lや 血L液製剤 に関十 るllll解 と献 山Lヘ 報手段を用いて献血ゃ血液製斉1に 関する理解 と献Imヘの協力を口平びかけるとともに、献liL場所を確保するた
め、関係 汗に必要な協力を求めるn

昼 ]て 1っ 、こオしら

国は、都道府りlt及 び採山L事業者とともに、献山Lに よ
り得 [)れ′た 111液 を力iて お|と した 1lL液 製斉Jの 111内 IJ給 を

|イた進 し、ル(く lll民 に1状 血ゃ 1lL液磐せ斉」に関するノ|!解 と献
油Lへの協力を求めるため、7り ]に |1汰 血1運 動|イt進 全l iNl大

会を開付|す るととt)に 、その広ヤ‖に努める.ま た、11]

及び部i直府県は、献前L運動の1イム進に関 しf占わケ:的 に協力
し、模命色となる実紆iを 示 した |、月体又は作‖人に対 し表彰
を子」う、,

献血推進運動中央連絡協議会の開催
IJは、都道府県、 ||「 町村、採 liL.|「 業者、献 liLIイ上進活

動を行 うボランティア組織、患 用、川体等の代表者の́参
力||を イ||て 、効男t11勺 な汁汰1111■ illの ただりの Jy(千:ペ

シ献 liLを |千た
1■ する |■ での課題等について協議を行 うため、献 1lLlfた

進運動中央連絡協議会を|;‖ lllす る′
献血推進協議会の活用

‖
`道

ナ「∫県は、献 liLゃ 血液勢せFllに IЧ するll民のF性解 と
献 liLへ の協力を求め、山L液 JT業 の適 IEな 運営を確保す
るたソ,、 採 1lL」「業者

・
、|ク:サ〈て関係者、商 E会議 |]千 、教育

機関、報道機関等から幅広 く参加者を募って、献由Llf[

進 協F茂会 を設置 し、定り切的に開催することが求め られ 進協議会を設置 し、定 1切 的に 1用 催す ることが求め られ

②

の協力を呼びかけるととt,に 、献 lil場 所を確保するた
め、関係者に必要な協力を求める。
都道府県、FIT町村及び採 1有 L ttf業 汁は、これ 弓び)献 1lLI千「

進活動を実施することが竜要である∪

献血運動推進全国大会の開催等
。

ll・ lは 、都道府県及び採 liL lT業 者とと 1っ に、献 1lLに よ
り得 られた 1有L液 を原料 とした I作上液製斉」め 1可 内 IJ給 を

1(た 進 し、広く1早 民に献 1lLや 111液 製剤に関する理解 と献
1有Lへの協力を求めるため、7サ 1に 献 11に 運動|イ「進全 1可 大
会を開催するとともに、その広報にちチめるぃまた、[Jl

及び都道府県は、献 liL運動のlfli上 に1又 |し 積極的に協力
し、模範となる実績を示 した団 llN又 は個 人に対 し表彰
を子了う。

献血推進運動中央連絡協議会の開催
・ 口1は 、都道府県、市川「村、採 liL J「 業汁、献 liLIIた 進 i/1ri

動を行うボランティア約l織 、患者|、
|1体等の代表者の参

力||を 得て、効果的な献 liLII[進 のための方策や献 I有 Lを 11た

進づ
~る

11でσ)課題等について協li洗 をイ∫うた y)、
1状 111‖「

進運動中央連絡協議会を開催する
`

献血推進協議会の活用°
献需貿λ智力:寮T‖腹:1型携鰹I彙性言g瀧贋阜
航Fふ酬講京LttΨ ttiセ響」1禦「1淵i

③

④

（３

④

都i堂月」
´
りIt、 |ド ‖「村及び採 liL事業考

の献 1作 LII「 進活 llljlを 実施す ることが正



る。ttT町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。

・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用 し、

採血事業者及び血液事業に関わる民間組織等 と連携

して、都道府県献liL推 進計画の策定のほか、献 litや血

液製斉1に 関する教育及び啓発を検討するととtDに 、民

1用 の献 lillイた進紺1織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ その他関係者による取組
・ 官公庁、企業、医療関係 l・

ll体等は、その1占成員に対

し、ボランテ ィア活動である献山Lに 対 し積極的に協力

を呼びかけるとともに、献山Lの ための休 1甲t取得を容易

にするよう配慮するなど、進んで献血Lし やすい環境作

りを‖[進司
~る

ことが望ましい。

献血者が安心 して献血できる環境の整備
。 採 liL:|千 業者は、献由Lの 受入れに 11た つては献山L者 に不快

グ)念 を与えないよ う、丁1れ な処遇をすることに特に留意

し、1状 lil ttr/9要 望を才巴lJ./:す るとともに、採 1加.後 の休憩スペ

ースを十分に確保する等、献 lil受 人体制の改善に努める。

また、献血L者の1国 人情報を保護するとともに、 l・ lの適り」な

1川
lル の ドで献 lilに よる健康彼害に対する補償のための措

に1を 実施する等、献 liL者 が安心 して献山Lで きる環境整備を

イ1=う 。
・ 1采 lit ll・ 業者

‐
は、特に初回献 rn者が抱いているイく安等を払

拭するため、採血Lの 手順や採 liL後 のi旦 ごし方等について、

映 lrpゃ リー フレッ ト等を活用 した事前説明を |´ 分に行い

献 1作 L者 の安 全 1粕:保 を IXIる ∩

採山L事業者は、採山L所 における地1或 の特性に合わせたイ

る。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。

・ 都道府県及び市町村は、献油L」イ[進 |ん議会を活用 し、

採血事業者及びrL液事業にlllわ る民 1問 糸Fl織 等 と連携

して、都道府県献山L推進計山|の 策定のほか、1状 liLや 山L

液製斉Jに 関する教育及び啓発を検討するとともに、民

間の献血推進組織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ その他関係者による取組

・ 官公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対

し、ボランティア活 Illlで ある献 I「Lに 対し積極的に協力

を|1乎びかけるとともに、献 liLの ための体 |1限 取得を容易

にするよう配慮するなど、i■ んで献 liLし やすい環境作

りを推進することが望ましい。

献血者が安心 して献血できる環境の整備

採山L]T業者は、献 1lLの 受人オlに 当たっては献 lil者 に不快

の念を与えないよう、
「

11な処遇をすることに特に留意

し、献血者の要望を把握するとともに、採 liL後 の休憩スペ

ースを |´ 分に確保する等、献1lL受人体制の改善に努めるり

また、献血L者 の個人情報を保護するとと ()に 、1可 の適り」な

1幻 与の ドで献山Lに よる健康被害に対する補tlの ための措

置を実方Lす る等、献山L者が安心 して献 1有 Lで きる環境整備を

行 う。

採血.可T業者は、採血所における地域の特性に合わせたイ



メージ作 りや移動採 JIL車 の外観の見直 し等、なお一層のイ メージ作 りや移動採■1車の外観ヴ)見直 し等、なお一層のイメージアップを1剰 り、献由L者の1曽 加を図る。
・IJ及び都i道 府県は、採 liL事業者によるこれ らの取組を支援

することが市嘆である「

第 3節  その他献血の推進に関する重要事項

1 献血の推進に際 し、考慮すべき事項
(I)・ 血液検査による健康管理サービスの充実

・ 採 liL II「 業者は、献 1lL制 度の健全な発展を図るため、採
liLに 1際 して1状 山L者

・の健月モ管夏|!に 資J~る 検イIを イれ 、ヽ「状liL

音の Fi望 を確認 して、その結果を通力|す るぅまた、低色
上によ灼「状liLが できなかった諄汰1lL申 込者に対して栄養
lrに よる健康‖1談 を実施し、献1lL者 の増加を図るっ
「[||; 1、 採 |力 LJ「 業汗によるこれらの取組を支援司を支援する。ま

た、1状 li状1有 L者 の健層(1専 l llに 資する検査の充実は献!に のlfた進
にイ「効であることかにり、本人の同音″

`さ

Fヽ 結果を健
康診 イド、人 ||‖ ドック、り殿域検 査等

地域におけろfit健指導に もり||い る

こ`ィI!「 りIJり
~る

.と と tり |、ナる .Lル |、 に

ことができる」ミう、ナ111
知1又 はど、要な1旨 導を

`jう

。

者|∫ 道り「∫県及び「
|「
‖|「 本ヽ|は 、 こォしらυ)‖支糸[[に 協ノプする.

献血者の利便性の向上

1采 1作 LJ「 業者は、安全性に11己慮 しつつ、効率的に採 1lLを

行 うため、立地条件等を考慮 した採 liL所の設置、1也域び)

実情に応 じた移動採山LJ11に よる計 |口
li的採山L等、献油L者 の

利便性及び安全で安′とヽな献 liLに 配慮 した献由L受 人体制
の整備及び充実を図る。

、２

一

メー ジア ップを図 り、献山L者の lirl加 を図 る。
。国及び都道府 県は、採 liL J「業者によるこれ え)の 取組 を支援
する ことが重要である]

第 3節  その他献血の推進に関する重要事項

1 献血の推進に際 し、考慮すべ き事項

① 血液検査による健康管理サー ビスの充実
°

1采 liL撃「業者は、献山L制 度の健全な発展を1劇 るため、採
111に 際 して献 liL者 の健康 1■ 111!に 資する検 イドを行い、献 1有 L

什σ)希 望を確認 して、その結Лtを 通知|す るりまた、低比
「[に より1駄 r]_が できなかった1状 山LI11込 者

‐
に対して栄養

lrに よる17/1・康相談を実方Lし 、|りt1lL者 のサ||力 ||を 図る.

・ 111は 、採 |力 L事業者によるこれ らの取組を支援する。ま
た、献 lll者の健康管川1に 資する検 雀ヽの充実は献山Lの推進
にイ「効であることから、本人ヴ)|IJ;む :υ りll、 検査結果を健
ちに診査、人間 ドック、‖l支域検査等で7訴ナ||す るとと 1)に 、
1也域における|力t健 1旨 導にもりllい ることラができるよう、す″1
知1又 は必要な1旨導を行う商

^・
 者|∫ ;並 り千丁県及び ilj‖ |「本寸

‐
は、 こォしらの取糸|[に 協力するっ

② 献血者の利便性の向上
。 採 liL J千 業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採油Lを
行うため、立地条件等を考慮 した採 1會 LナリFυ)設 置、地域の

i』111il[【弊l:摯

漁キl1ljttTせ型肯|||ど史浦:Ii
都道府県及び市町村は、採山.事業者 と十分協議 して移 ・ 都道:す 県及び市町村は、採山LJ「業者と 卜分協議 して移



③③

④④

⑤⑤

動採■L車による採山L等の 日程を設定 し、そのための公共

施設の提供等、採血1司T業者の献li.の 受入れに協力するこ

とが重要である。

血液製剤の安全性を向上するための対策の推進

国は、「輸山L医 療の安全性確保のための総合対策」に

基づき、採山L事業者と連携 し、献山L者 に対する健康管理

サー ビスの充実等による健康な献山L者 の確保、献山L者の

本人確認の徹底等の検査 目的の献血Iの 防JLの ための措

置1を i汁ずる等、善意の1状 1lL者の協力を得て、liL液 製斉Jの

安全性を向上するための対策を171i_進 する。

採血基準の在 り方の検討

国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献 li卜 の

推進及び liL液 のイ「効利用の観点から、採血.基準の見艦1し

の検 i制 を行 う。

まれな血液型の血液の確保

採由L'卜 業者は、まれな山L液オ
i」 を持つ患者に対するliL液

製剤の供給を確保するため、まれな111液型を持つ者に対

し、その意向を略まえ、登録を依頼する。

|]1は 、まオ■な山L液型の llll液 の供給状況についてrlllll査す

るし

⑥ 200ミ リリットル全血採血の在り方の検討
。 IJJは 、200ミ リリットル全liL採 1角 ^σ )イ [リ ノプについて

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
。 日、都道府県及び採山L Jf業 者は、赤山L球製剤等の在日i水

準を常時把握 し、在庫が不足する場合又は不足が予没1さ れ

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、国

動採血車による採血等の日程を設定 し、そのための公共

施設の提供等、採血L事業者の献血1の受入れに協力するこ

とが重要である。

血液製剤の安全性を向上するための対策の推進

国は、「
1輸 由L医療の安全性確保のための総合対策」に

基づき、採血事業者 と連携 し、献血L者 に気lす る健康管理

サー ビスの充実等による健康な献 liL者 の確保、献 liL者 の

本人確認の徹底等の検査 目的の献 Iilの 防 止のための 1‐片

置をi昔ずる等、善意の献山L者 の協力を網=て 、山L液夕せ斉1の

安全性を向上するための対策をlli進する。

採血基準の在 り方の検討

国は、献11者 の健康保護を第一に考慮 しつつ、献山Lの

推進及び血l液の有効利月]の 観点から、採 lm.りよ準の見||=し

を行 う。   
・

まれな血液型の血液の確保

採血L事業者は、まれな‖J.液り
:」 を持つ忠者に対する山.液

製斉1の 供給を確保するため、まれな由L液ノ11を 持つ者に対

し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。

Fl lは 、まれな血L液型の輸L液 の供給状況について調査す

る。

血液製剤の在庫水準の常時把握 と不足時の的確な対応

国、都道府県及び採拍L事 業者は、赤山L球 製斉1等の在ni水

準を常Π寺把握 し、在庫が不足する場合又は不足が ,測 され

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性をllJJ案 し、国



及び採 1作 L可「業者が策定 した舟

'ぶ

マニ ュアルに基づき 与Lttt

に所 要の文1策 をi片 ず ることが 重要である、
及び採油L事業者が策定 した対ルよマニュアルに基づき、早急
に所要の対策を言手fず ることが重要である。

災害時等における献血の確保等
・ ll・

l、

都道府県及び「
|「 町村は、災害時等において献山Lが

確保されるよう、採 liLIF業 者と連携 して tz、 要とされ る́献

|'円

°に現 J易に移t給 さオしるよう‖|1社 を「||ず るこ L.が ,ど、要であ

ililiT「11〔;:111[itii#Ii:!世
より、

"(害

時にお ける献 1lLの 受入れに協 ノプす る。
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